






















である。すると、62 人中 28 人が幼児期、学童期、
そして現在における「自分」を感じた瞬間の状況や
思いを回答した。残りの学生の中には、「何を書けば






































































































































































































































































































































































































































































































は ADHD の特徴でもあった。心理療法を開始し 
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viii 「Dynamic forms of vitality」は、従来の
「vitality affects（生気情動）」の持つ「時間」や
「強さ」のみではなく、「動き」「空間」「方向性」
「活動性(aliveness)」などが加わった概念である
（Stern,2010）。ここでは、適切な邦訳が見つか
らないので原語で使用する。 
 
 
 
 
 
